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各中学校区では、年６回「小中一貫の日」を位置付け、小・中学校の全教職員による

研修を行っています。部会で決定したことは、各学校でも周知を図り、常時活動となる

ようにしていきましょう。

※小中一貫の日は「家庭学習の日」とし、児童生徒は一斉下校としています。

小中一貫教育推進シート（部会ごとに作成）

参考資料２

※１年間の活動の流れです。各部会の動きと全体の流れを確認しましょう。

年間サイクル小中一貫教育プロジェクト委員 各部会・研究チーム
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〇各部会で見取った児童生徒の実態をもとに、ねらいを設

定します。

、 。〇取組を記入し A～Dの４つの視点との関連を確認します

〇年間活動計画を立てます。

〇年度末には、成果・課題をまとめ、次年度へつなげます。

第１回プロジェクト委員会

・推進シートの取りまとめ

・部会の見直し

・次年度の計画

・研修集録への掲載

推進シートのまとめ

HPへの掲載
地域への発信
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各中学校区において、研究してきた内容を資料として蓄積したり、各学校の年間指導

計画等へ反映をしたりして、教職員間で共通理解を図ります。

例１）指導改善を年間指導計画等に位置付ける

小中一貫した教育課程の編成・実施に関する手引き』 H28.12.26 文部科学省 より抜粋）（『

例２）中学校区の「目指す子ども像」を、総合的な学習の時間の全体計画に位置付ける

〇各中学校区で設定した目指す子ども像を全体計画に位置付け、各学校で定める目標

、「 」 「 」 。の達成を目指し 探究課題 や 育成を目指す具体的な資質・能力 を設定します

※各部会の取組を可視化することで、校内で共有しやすくなり、

先生方からの新たなアイデアも出やすくなります。

〇学力調査等の合同分析を踏まえた指導の改善

「全国学力・学習状況調査」や県の学力調査の結果を小中合同で分析する取組が広

がっています。例えば、小６や中３で正答率の低い問題を洗い出し、当該問題を正答

するために、下学年のどのような学習内容が定着していないといけないのかを分析

し、授業改善・補充指導の在り方について検討する会議を行うことが考えられます。

＜具体的な取組＞

・各学年で必要な学力がどの程度定着しているかを確認する調査を行い、課題の大き

かった学年の練習問題を、それ以降の学年に配付し復習問題として活用する。

・小学校と中学校の教員が、指導に関して合同で研修を行う。

・年間指導計画等へ記入する。（単元計画に、復習する時期を記入しておくなど。）

・部会等で指導法について共通理解したことを可視化し、日々の授業で活用できるよ

うにする。

年間指導計画等への位置付け

指導改善
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＜総合的な学習の時間 全体計画への位置付け（例）＞
中学校区の「目指す子ども像」、

重点項目を位置付けます。

テーマを共有することで、中学校区で共通に取り組めることについて考

えることができます。

上記の重点項目に関連する観点（★「表現力」 ★「地域貢献意識・社会参画意識」）および

評価規準について可視化します。

重点項目に関連した指導方法や評価方法等を共有し、到達目標（具体的な子どもの姿）につい

ても確認していくことが大切です。



- 19 -

市教育委員会では、小中一貫教育の方針（P5）に基づいて成果指標を掲げ、変容を確

認しています。

年 成果指標評価項目 2023

（全国学力学習状況調査 児童生徒質問紙より） 小学校 中学校方針との関連

①② ％ ％１ 自分にはよいところがあると思いますか。 90 90
①② ％ ％２ 将来の夢や目標を持っていますか。 90 90
② ％ ％３ いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思いますか。 100 100
① ％ ％４ 国語の勉強は好きですか 70 70
① ％ ％５ 算数の勉強は好きですか。 70 70
①② ％ ％６ 学級の友達との間で話し合う活動を通して、自分の考えを深めたり 90 90

広めたりすることができていると思いますか。

③ ％ ％７ 今住んでいる地域の行事に参加していますか。 80 70
③ ％ ％８ 地域や社会をよくするために何をすべきかを考えることがあります 60 60

か。

※各部会での成果や課題を確認するためにも、アンケート調査等も

利用しながら、子どもたちの変容を確認しながら進めましょう。

また、先生方へも毎年アンケート調査を行っています。

○異校種間（小・中学校）で授業を参観した。 （はい・いいえ）

○（Ｔ１・Ｔ２として）乗り入れ授業を実施した。 （はい・いいえ）

＜点数法＞４（十分当てはまる）３（当てはまる）２（やや不十分）１（不十分）

○中学校区内で設定した実践研究課題について、共通理解を図り、実践することができた。

○小中一貫の日に実施した内容や取組について、各校において共通理解を図ることができた。

○小・中学校の教職員間で互いのよさを取り入れる意識が高まったと感じる。

○教職員同士の交流を通して、児童生徒についての理解が深まったと感じる。

○（自分の所属している部会では）今後更に小中一貫教育を推進していくための計画や見通しが

ある。

○小・中学校の交流活動や子ども未来プロジェクトを通して、児童生徒の思いやりやあこがれの

気持ちを育むことができたと感じる。

○保護者や地域の方々は、中学校区で進めている小中一貫教育について理解していると感じる。

※各中学校区で取り組んだ内容や成果などを市全体でも共有でき

るよう、定期的に発表の機会を設けています。
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○ 令和４年度から令和７年度は、 といたします。第Ⅳ期小中一貫教育推進期

これまで取り組んできた成果や課題を確認するとともに、他地区との情報共有や連携

も視野に入れながら、中学校区ごとに、更なる推進をお願いします。

、 （ ）小中一貫教育の具体 参考資料３（ ）には 各中学校区で進めている これから進める

具体的な取組を掲載してあります。毎年、年度始めに教職員全体で確認しましょう。

、 、また 年度の終わりには をし小中一貫教育プロジェクト委員会等を中心に振り返り評価

次年度へつなぎましょう。

○保護者や地域の方々からの協力を得ながら小中一貫教育を進めていくためにも、各中

学校区の取組について、説明をしたり したりしてくことが大切です。情報を発信

今後も、年度始めには、中学校区ごとの組織体制や取組状況について発信したり、ホ

、 。ームページ等を更新したりするなどして 地域の方々と情報を共有していきましょう

＜グランドデザインへの記載内容例＞

・ 中学校区における「目指す子ども像」

・ 4-3-2の区切りに基づいた到達目標

・ 推進体制（設置部会等）

・ 取組の具体

・ 中学校区を構成する学校

・ 児童生徒や地域の様子


